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※この広報は、赤い羽根共同募金の配分金と社協会費が使われています。

『安心・安全な地域 美郷をめざして』を大会テーマに掲げ、
8月22日㈭ 美郷町公民館を会場に第10回美郷町社会福祉
大会を開催しました。
　式典・講演・アトラクションの3部構成で行われ、町内
小学校児童のマジックショーでは、笑いが飛び交い、大いに
大会を盛り上げてくれました。

ま ち
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▲この日のために猛練習しました

美
郷
町
社
会
福
祉
大
会
に
３
０
０
名
参
加

　

８
月
22
日
、
美
郷
町
公
民
館
で
「
安
心
・

安
全
な
地ま

ち域　

美
郷
を
め
ざ
し
て
」
を
テ

ー
マ
に
、
第
10
回
美
郷
町
社
会
福
祉
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
地
域

住
民
、
行
政
、
民
生
児
童
委
員
、
社
会
福

祉
団
体
等
と
の
公
民
協
働
に
よ
る
共
に
支

え
あ
う
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
誰

も
が
安
全
に
安
心
し
て
、
心
豊
か
に
い
き

い
き
と
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉

活
動
に
貢
献
さ
れ
た
９
個
人
２
団
体
に
表

彰
状
、
12
個
人
に
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
、

地
域
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
寿
草
代
表

湊　

貞
子
さ
ん
朗
読
に
よ
る
大
会
宣
言
案

が
参
加
者
か
ら
採
択
さ
れ
、
万
歳
三
唱
で

閉
会
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、「
動
物
を
通
し
て
考
え
る
心

の
絆　

家
族
の
絆
」
と
題
し
て
、
秋
田
市

立
大
森
山
動
物
園
園
長　

小
松　

守
氏
か

ら
動
物
と
人
間
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
絆

に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
町
内
小
学
生

児
童
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
町
内
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
歌
と
踊
り
で
大
会
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲多数の参加ありがとうございました

小松園長に▶
よる講演

大会宣言（案）を▶
朗読する湊さん

第10回美郷町社会福祉大会 ※敬称略

◆ 美郷町社会福祉協議会会長表彰状 ◆ 美郷町社会福祉協議会会長感謝状
受賞区分 地　　区 氏　名

永年勤続評議員 千 　 畑 髙 橋 　 町 子
千 　 畑 福 島 　 要 子

永年福祉委員 六 　 郷 小 松 　 隆 誠

永年勤続職員 高 橋 真 由 美
栗 澤 　 博 子

善行・奉仕活動

六 　 郷 眞 﨑 　 リ ツ
仙 　 南 髙 橋 　 長 市
六 　 郷 わくわくおはなし

「夢ふうせん」
仙 　 南 図書館ボランティア

「紙ひこうき」

福祉団体（個人）
美郷町身体障
害者協会 森 元 　 利 男
美郷町更生保
護女性の会 伊 藤 ナ ル 子

受賞区分 地　区 氏　名
退任理事 六  郷 山 下 　 昭 夫
退任評議員 千  畑 熊 谷 　 昭 造

退任福祉委員 千  畑 嶋 田 　 賢 策
六  郷 中 野 　 正 万

退任民生児童委員 千  畑 嶋 田 　 敬 勇

高額寄付者

六  郷 富 永 　 義 樹
六  郷 田 丸 　 和 雄
六  郷 後 藤 　 貴 子
六  郷 高 橋 　 孝 蔵
六  郷 二 藤 　 　 寛
六  郷 寺 山 　 幸 男
千  畑 髙 橋 　 　 氾
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まめだ屋夏祭り大盛況!!
　8 月 22 日（木）まめだ屋にて毎年
恒例『まめだ屋夏祭り』を開催しまし
た。当日は、お天気も良く、たくさん
の子どもたちが遊びに来てくれました。
この日は美郷町社会福祉大会も行われ、
大会終了後に立ち寄ってくださる方も
いて、大いに盛り上がりました。これ
からもみんなが楽しめる催しを行って
いきたいと考えています。

（まめだ屋夏祭りは、共同募金配分金が活用されています）
おかあさんがんばって「射的コーナー」

冷え冷えのジュース
何が当たるかな？

「ヒモ引き当てコーナー」

ドン菓子準備中

さあ、夏祭り　始まるよ！！

　８月 21 日（水）～９月 13 日（金）までの間、町内の 65 歳以上の単身・高齢者世帯宅等に設置
している「ふれあい安心電話」136 台の保守点検をおこないました。

　8月28日（水）～30日（金）・9月2日（月）～5日（木）にかけて、（公
社）秋田県シルバー人材センター連合会主催の「シニアワークプログラム 
緑地保全管理講習B」が、みさと福祉センターを会場に開催されました。
　樹木の剪定、薬剤、草刈り、冬囲い等の造園の基本知識と実習や刈払機の
操作等の技能を習得し、造園関連事業所等への就職・就業を目指します。
※ 全日程修了者には「刈払機作業従事者安全衛生教育修了証」（林業・木材製造業労働災害防止

協会）が交付されます。

ふれあい安心電話保守点検実施

シルバー人材センターシニアワークプログラム開催

一緒に
通報テスト

これで安心、
また来年伺います

▲つつじの剪定中

ふれあい安心電話とは？
　この電話は、緊急ボタンや相談ボタンを押すだけで美郷町
社協（夜間・休日は秋田県社協）へ通報が入り、すぐに通話
ができるようになっています。また、ガス警報器や火災警報
器とも連動し、緊急事態には自動で通報が入るようにもなっ
ています。
　対象者は町内の 65 歳以上の単身老人世帯や高齢者夫婦世
帯等、見守りが必要とされる世帯で、機器代や取り付け費用
はかかりません。
　取り付けの希望やお問合せなど、詳しくは美郷町社会福祉
協議会（８５－２２９４）までお気軽にご相談ください。



　今年も10月１日から赤い羽根共同募金運動がスタートしました。美郷町では町民の
皆さまからの温かいご支援とご協力により、毎年目標を上回る実績を積み重ねている
ことに厚くお礼申し上げます。
　赤い羽根共同募金は『じぶんの町を良くするしくみ』として、地元の福祉向上のた
め活用されます。今年度もご協力のほど伏してお願い申し上げます。

美郷町共同募金会
赤い羽根共同募金運動展開中！

共同募金の仕組み

　募金の 7 ～８割は、じぶんの町
を良くするために使われています。

　町のみんなで集めた募金は、じぶんの
町を良くする活動に使われています。残
りは災害支援等県域の活動に使われてい
ます。

　助成額を決めてから募金（寄付）
を集める仕組みです。

　共同募金は地域ごとの使い道や集める
額を事前に定めて、募金を募る仕組みで
す。
　これを「計画募金」と呼び、「助成計画」
を明確にすることにより、1 世帯当たり
の目安額を定めて募金を集めることがで
きます。

　毎年町民の皆さまにお願いしている戸
別募金では、世帯あたり千円以上とい
う目安額を示しております。これは、町
全体の募金目標額 6,866,000 円を達成
するための目安額で
す。強制的な割当で
はないことを十分に
ご理解いただきたい
と思います。

共同募金のはじまり

　1947（昭和 22）年、第 1 回共同募金
運動が全国的に展開されました。第 1 回
の配分は、児童保護や育児事業などに重
点がおかれ、民間の社会福祉施設や同胞
援護会などの福祉団体や、生活に困って
いる人たちの支援に生かされました。

11 月 25日から１ヶ月間展開された第１回
共同募金運動

第１回の共同募金の配分は、住まいを焼か
れたり、親をなくした孤児たちのためのさ
まざまな活動の支援に力点が置かれました

福 祉 だ よ り第41号 （4）



～平成26年度事業への募金の使い道～
【児童・青少年福祉活動】
　○学校への福祉教育助成金に……700,000 円
【社会参加・ボランティア活動育成】
　○災害ボランティア等事業に……370,000 円
　○ボランティアセンター運営に……237,000 円
　○単身老人の日帰り旅行に…… 315,000 円
　○福祉団体の助成に…………… 410,000 円
【生活支援事業】
　○寝たきり者の出張理容補助に…222,000 円
　○認知症見守りネットワークに…116,000 円
　○高齢者世帯の防火点検に………10,000 円
　○移送サービスに……………… 400,000 円

赤い羽根共同募金
今年の募金目標額は６,８６６,０００円です

　皆さまからの募金は、社会福祉協議会の事業計画に
基づいて、町民福祉向上のために、下記事業に活用さ
れます。

チャリティーバザー当日は、
どん菓子やりんご・おやきも
販売するよ!!

【総合的な福祉活動】
　○まめだ屋活用事業に………… 521,000 円
　○おたすけマン事業に……………40,000 円
　○総合相談事業に……………… 334,000 円
　○社会福祉大会の開催に……… 691,000 円
　○地域福祉座談会開催に……… 178,000 円
　○トータルケア推進事業に…… 306,000 円
　○福祉だよりの発行に………… 380,000 円
　○ふれあいサロン経費に…………25,000 円
【秋田県共同募金会助成事業】
　○秋田県全体の地域福祉を推進する
　　ための活動に……………… 1,611,000 円

福 祉 だ よ り（5） 第41号

歳末チャリティーバザー開催のお知らせ及びバザー品供出のお願い

　今年の歳末チャリティーバザーは 12 月１日（日）、美郷町保健センター（六郷）で開催
する予定です。年々バザーの供出品が少なくなってきており、売上金も減少傾向にありま
す。ご家庭で眠っている品で商品価値のある劣化していないものがありましたら、是非ご
寄贈をお願いします。
　これは、歳末たすけあい運動の一環として毎年 12 月に開催しているもので、バザー売
上金は支援を必要としている世帯の方々があた
たかい正月を迎えることができるよう義援金と
して配分されます。
　供出品の取りまとめや開催内容等、詳細につ
きましては後日チラシを通じてお知らせします。

▲昨年の様子



老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
思
う

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
思
う

美
郷
老
連
だ
よ
り
⑮▲敬老感謝一斉奉仕の日作業

▲一日奉仕の掃除の様子
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収
穫
の
秋
、
食
欲
の
秋
、

読
書
、
ス
ポ
ー
ツ
と
皆
様
思

い
思
い
に
楽
し
み
仕
事
に
励

ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
が
出
来
て
50
年
、

今
の
高
齢
者
の
方
々
は
、
と

て
も
若
く
い
き
い
き
し
て
お

り
ま
す
。
ま
ず
農
作
業
は
大

黒
柱
の
ご
と
く
し
っ
か
り
こ

な
し
、残
っ
た
時
間
で
仲
間
と
の
交
流
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

サ
ー
ク
ル
活
動
、
ま
た
は
、
友
愛
訪
問

と
い
ろ
い
ろ
な
事
で
活
動
さ
れ
、
若
者

の
ご
と
く
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。
一

日
奉
仕
の
掃
除
、
一
円
募
金
と
さ
さ
や

か
な
気
持
ち
も
継
続
し
て
、
地
元
の
皆

様
に
少
し
で
も
役
に
立
つ
事
を
励
み
に

し
て
き
ま
し
た
。
地
区
に
よ
っ
て
は
、

朝
夕
花
だ
ん
の
草
取
り
、
水
か
け
と
、

苦
労
し
て
い
る
所
も
あ
り
、
綺
麗
な
花

に
手
を
か
け

て
い
る
方
々

に
感
謝
し
て

や
み
ま
せ

ん
。
先
日
、

秋
田
県
老
連

の
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会

を
み
る
こ
と

が
で
き
、
参
加
者
の
中

で
最
高
齢
は
91
歳
と
お

聞
き
し
、
は
つ
ら
つ
と

競
技
す
る
姿
に
い
つ
ま

で
も
お
元
気
で
頑
張
っ

て
、
と
大
き
な
声
で
健

闘
を
た
た
え
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
の
私
た
ち
が
笑
顔

で
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
が
今
日
ま

で
家
族
を
守
り
、
地
域
を
支
え
、
広
く

社
会
に
ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
か
ら

で
あ
り
深
く
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
頭

が
下
が
る
思
い
で
す
。

　

こ
ん
な
ス
テ
キ
な
親
鳥
ヤ
ン
グ
オ
ー

ル
ド
（
高
齢
若
者
）
た
ち
を
超
え
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
、
仲
間
の
絆
も
太
く
難

儀
し
て
い
る
方
に
は
手
を
差
し
伸
べ
、

今
ま
で
培
っ
た
知
恵
を
出
し
あ
っ
て
、

住
み
よ
い
美
郷
町
老
人
ク
ラ
ブ
が
い
つ

ま
で
も
続
き
、
ひ
よ
こ
が
乗
り
越
え
ら

れ
る
よ
う
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
仲
間

た
ち
と
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

美
郷
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

仙
南
支
部

女
性
副
委
員
長　

湊
　
貞
子

介護者交流会開催のお知らせ 介護者同士の親睦とリフレッシュを図ることを
目的に、次のとおり交流会を開催します。

★ 対 象 者 在宅で要介護者（要介護４・５）の方を介護している家族介護者
★ 参 加 費 無料（入浴される方はタオルをご持参ください）
★ 申込期日 平成 25 年 11 月 1 日（金）まで
★ 申込方法 美郷町社会福祉協議会（地域福祉班）へお申し込みください。

と　き	 平成25年11月10日（日）
ところ	 大潟村「ホテル　サンルーラル大潟」
日　程	 　　９：００	 みさと福祉センター発
	 　　９：２０	 美郷町保健センター発
	 　　９：３０	 美郷町公民館発
	 　１１：００	 大潟村「ホテル　サンルーラル大潟」着
	 	 　～意見交換・昼食・交流会～
	 　１４：３０	 大潟村「ホテル　サンルーラル大潟」発



福 祉 だ よ り（7） 第41号

　

秋
晴
れ
の
さ
わ
や
か
な
日
が
続
き
ま
す
。

　

学
校
は
十
月
一
日
か
ら
後
期
の
授
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。
三
年
生
は
就
職
試
験
、
入
学
試
験

の
た
め
緊
張
の
毎
日
で
す
。

　

こ
の
十
月
は
学
校
行
事
が
多
く
、「
笹
竹
祭
」

「
体
験
入
学
」「
遠
足
」「
修
学
旅
行
」「
進
路
ガ

イ
ダ
ン
ス
」「
救
命
救
急
講
習
会
」「
六
郷
保
育

園
児
と
の
交
流
会
」
な
ど
盛
り
沢
山
で
す
。

　
三
年
生
施
設
実
習
終
了 

  

二
年
生
夏
休
み
の
集
中
実
習
か
ら
始
ま
っ
た

施
設
実
習
が
九
月
十
九
日
を
も
っ
て
終
わ
り
ま

し
た
。
十
一
カ
所
の
施
設
で
実
習
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
今
後
は
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
に
向

け
て
一
生
懸
命
に
頑
張
る
の
み
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

《
施
設
実
習
を
終
え
て
》　

　

二
年
生
の
時
、
施
設
実
習
で
は
、
技
術
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
だ
け
を
学
ぶ
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
れ
だ
け
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
う
ま
く
取
れ
て
も
、
利
用
者
さ
ん
一
人
一
人

を
理
解
で
き
て
い
な
け
れ
ば
介
助
で
き
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
実
習
は
、
介
護
技
術
だ
け
で
は
な

く
社
会
人
と
し
て
の
勉
強
も
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 　
　

         

（
村
上
秀
人
）

　

実
習
を
終
え
て
、
こ
の
一
年
間
で
大
き
く
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
分
の
力
だ

け
で
な
く
施
設
の
方
々
の
ご
指
導
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
今
後
は
、
実
習
が
始
ま
っ
た
頃
の
緊
張
感
を
忘

れ
ず
に
、
介
護
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。
技
術
力
を
高
め
る
と
共
に
、
最

終
目
標
の
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の
合
格
を
目
指
し

て
さ
ら
に
勉
強
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
竹
内
康
臣
）

　

私
は
、
利
用
者
さ
ん
と
上
手
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
取
れ
ず
に
難
儀
し
ま
し
た
。
介
護
過
程
で
個

別
援
助
計
画
の
実
施
ま
で
、
職
員
の
方
の
指
導
の
お

か
げ
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
施
当
日
は
、

利
用
者
さ
ん
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
で
一
緒
に
実
施
で

き
た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
、
施
設
実
習
で
学
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
小
玉　

凌
）

  

最
近
の
学
校
の
様
子 

◆
夏
休
み
最
後
の
日
曜
日
、
大
曲
養
護
学
校
の

「
子
ど
も
樽
み
こ
し
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
福
祉

科
二
年
男
子
生
徒

六
名
が
み
こ
し
担

ぎ
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。

　
「
わ
っ
し
ょ
い
」
と

声
を
掛
け
な
が
ら
、

ポ
ケ
モ
ン
の
お
み

こ
し
を
担
い
で
披

露
し
ま
し
た
。

◆
八
月
三
十
一
日
（
土
）
福
祉
部
が
「
チ
ビ
ッ

子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
へ
参
加
し
ま
し
た
。

　

中
央
公
園
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ

会
場
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
以
上

の
賑
わ
い
で
し
た
。
毎
年
大
盛
況
の
「
コ
ー

ス
タ
ー
作
り
」
は
材
料
が
な
く
な
る
ほ
ど
の

人
気
で
し
た
。
今
年
も
、
ち
び
っ
子
た
ち
の

う
れ
し
そ
う
な
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

◆
福
祉
科
二
年
生
は
、
夏
休
み
に
五
日
間
の
集

中
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
介
護
の
仕
事
を

見
て
理
解
す
る
こ
と
が

目
標
で
し
た
が
、
十
月

か
ら
は
専
門
的
・
実
践

的
な
施
設
実
習
が
始
ま

り
ま
す
。

　
　

各
実
習
施
設
ご
と
に

報
告
・
反
省
会
を
行
い

ま
し
た
。
人
の
前
で
話

す
こ
と
の
難
し
さ
と
、

正
し
く
確
実
に
伝
え
る

こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

◆
十
月
十
八
日
（
金
）
に
、
本
校
を
会
場
に
中

学
生
の
体
験
入
学
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
も

福
祉
の
体
験
学
習
の
希
望
者
が
多
い
よ
う
で

す
。
美
郷
町
内
の
中
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
地

区
以
外
か
ら
の
参
加
者
も
い
る
よ
う
で
す
。

今
年
は
二
・
三
年
生
の
福
祉
科
生
徒
が
中
心

と
な
り
、
中
学
生
と
一
緒
に
介
護
体
験
を
す

る
予
定
で
す
。

一
年
生
も
頑
張
り
ま
し
た
！

◆
十
月
二
十
二
日
（
火
）
か
ら
二
十
五
日
（
金
）

ま
で
、
三
泊
四
日
の
修
学
旅
行
に
出
発
し
ま

す
。 

今
年
は
、
大
阪
・
京
都
・
奈
良
の
関

西
方
面
で
す
。
初
め
て
飛
行
機
に
乗
る
人
も

い
て
、
早
く
か
ら
準
備
を
し
て
い
る
よ
う
で

す
。お
天
気
が
良
い
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

施設夏休み
ボランティア活動

第
二
十
三
回

 

秋
田
県
高
等
学
校
産
業
教
育
フ
ェ
ア

  

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
部
門
採
用

　
　
　
　

福
祉
科
三
年

　
　
　
　
　
　
藤
嶌
佳
奈
子 

さ
ん  

    

輝
か
せ
！

　
　 

秋
田
の
技
術

　
　
　
　 

我
ら
の
力
で



〒 019─1541
秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙 6番地 1

社会福祉法人 美郷町社会福祉協議会	 TEL0187（85）2294（代）	 FAX0187（85）2291
	 misato-fukushi@ceres.ocn.ne.jp

美郷町介護事業所	 TEL0187（87）6128（代）	 FAX0187（87）6680
	 misato-kaigo@ceres.ocn.ne.jp

編
集
後
記

福 祉 だ よ り第41号 （8）

　
今
年
の
夏
は
、
大
雨
に
よ
る
床
上
浸
水
や
、
家
屋
の

倒
壊
が
日
本
各
地
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
早
急
な
復
旧
・

復
帰
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
む

※
受
付
順

（
平
成
25
年
８
月
１
日
～

９
月
30
日
受
付
分
）

■ 

物
品
寄
付

上　

町	

栗
林
久
美
子	

様
（
洗
剤
）

後
三
年	

高
橋　

千
枝	

様

（
タ
オ
ル
）

佐　

野	

キ
ッ
カ
ワ
宅
配
サ
ー
ビ
ス	

様

（
乳
製
品
）

西
高
方
町	

二
藤
ト
ミ
子	

様

（
プ
ル
タ
ブ
）

西
高
方
町	

佐
々
木
リ
ヱ
子	

様

（
プ
ル
タ
ブ
）

■ 

一
般
寄
付

秋
田
建
築
労
働
組
合
大
仙
・
美
郷
支
部

　

支
部
長　

須
田　

鐵
美	

様

コ
ス
モ
ス
の
会	

様

上　

町　

栗
林
久
美
子	

様

杏
授
苑	

様

本
堂
西
部	

　

進
藤
敏
美	

様

よ
ね
や
商
事
株
式
会
社	

様

■ 

香
典
返
し

下
畑
屋	

飛
沢
由
希
子	

様

本
堂
西
部	

進
藤　

清
治	

様

本
堂
西
部	

進
藤　

清
勇	

様

塚	

武
藤　

俊
美	

様

善
元
寺	

畠
山　

文
男	

様

千
屋
南
部	

戸
澤　
　

貢	

様

本
堂
中
部	

髙
山　

雄
造	

様

千
屋
北
部	

新
田　

義
昭	

様

駅　
　

前	

佐
藤　

英
一	

様

遠　
　

槻	

高
橋　

章
治	

様

旭　
　

町	

小
松　
　

勉	

様

押
切
紀
の
国

	

畠
山　

龍
栄	

様

　

以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に

善
意
の
金
品
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
厚
意
に
対
し
、
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
へ

忌
明
け
・
快
気
祝
い
等
の
ハ
ガ

キ
を
無
料
で
作
成
し
ま
す
。

区　　　　分 会議室 集会室１ 集会室２ 集会室全

４月・５月・
６月・10月

9:00 ～17:00 200 200 200 400

17:00 ～21:00 300 300 300 600

上記以外
（冷暖房費込）

9:00 ～17:00 300 300 300 600

17:00 ～21:00 450 450 450 900

摘　　要
・使用時間は準備・後片付けを含む。

・営利を目的とした興行、販売等の場合は、３倍額を徴収する。

みさと福祉センター会場使用料金表（１時間当たり）

※美郷町社会福祉協議会の団体会員および法人会員は年度中の使用料
　が免除になります。
（団体会員：年間5,000円以上の会費を納めていただいた団体）
（法人会員：年間10,000円以上の会費を納めていただいた法人）

みさと福祉センターの集会
室等の会場は、団体等の活
動に使用できます

　使用料金は左表のようになってい
ますので、総会や会議、研修会など
にお気軽にご利用ください。
（要予約）
　みさと福祉センター

電話（８５）２２９４（代）

集会室

会議室

　認知症の方が徘徊により行方が分から
なくなった場合、行方不明者の目撃情報の提供
を協力機関や個人協力員に呼びかけ、早期発見
できるようにするものです。新たに右記の企業
もご登録をいただきました。

■認知症SOSおたすけネットワークシステム協力機関■
認知症SOSおたすけネットワークシステムとは？

地　区 協 力 機 関 名 称
仙南地区 サンクス美郷   リリオス前店
千畑地区 ㈲グラフィックコミュニケーション
六郷地区 み さ と 薬 局


